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研究成果の概要（和文）：当研究を踏まえて明らかになったのは、コンピュータでストラテジーを与えることによって
学習者にある程度の動機付けに繋がるが、与えられているストラテジーを十分に利用することができない。学習方法を
改善方法がわからない限りは、自律性が生まれない。そこで、そのストラテジーについて話し合う場を与えることで、
タスクにより積極的に取り組めるようにもなり、自分の学習プロセスについて考えられるようになる。そういうことに
よって、実際に使っているストラテジーを振り替え、自律性の発達に繋がると思われる。

研究成果の概要（英文）：The current study suggested that the provision of strategies for learning English 
through computers can lead to slight increases in motivation, but learners are unable to utilise these 
strategies properly. As long as learners do not know how to improve upon their learning methods, they are 
unlikely to develop learner autonomy. Through providing learners with an opportunity to discuss their 
strategies with others, learners become more willing to engage in tasks and think more deeply about the 
language learning process. This results in learners reflect on the strategies that they use, and this is 
thought to lead to development of learner autonomy.

研究分野： コンピュータ支援語学学習

キーワード： コンピュータ支援語学学習　eラーニング　学習自律性

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1) 近年、学習者プロフィールは注目を集め
ている(Tzouveli, Mylonas & Kollias, 2008)。
外国語の教室での学習だけでは、学習者は実
際に持っている知識を知るのが非常に難し
く、教員はテストや授業中の観測で想定する
しかない。それに対して、コンピュータを利
用すると、常時に学習が持っている知識と、
まだ勉強しないといけないところを、ダイナ
ミックな学習プロフィールを作成すること
ができる(Stockwell, 2007)。このような学習
者プロフィールは、今までは語彙(Dodigovic, 
2005)または文法(Heift, 2008)が存在してい
るし、本研究の研究代表者も語彙のプロフィ
ールの測定できるシステムに成功している
(Stockwell, 2010)。本研究では、以前開発し
たシステムに基づいて、語彙並びに文法が測
定システムを利用して、学習のプロフィール
を作成する。このシステムを通して、学習者
に自分の弱点と上達を数字で見ることが可
能になる。学習者が自分の上達が見られるよ
うになると、自律的に勉強することになるが、
特に自分で勉強しないと行けないところを
明確にすると、さらに自律性が生まれる
(Benson, 2000)。自分の語学学習に責任を取
るようになれば、より肯定的なイメージを描
くことができ、外国語に対する将来的な目標
を作ることができる(Ushioda, 2009). 
 
(2) 本研究の課題に関して、平成２１〜２２
年度に、代表研究者は、コンピュータでのリ
ーディングを通して、語彙に関する学習者プ
ロフィールを作成する研究を行った。この研
究で、学習者の語学力を正確に測定できるプ
ロフィールの作成が可能であることが分か
り、そのプロフィールに基づいて、教員が学
習者のレベルに合ったタスクを作ることが
できた。この研究を行った結果として、教員
だけでなく、学習者自身がそのプロフィール
を見ることができたら、リアルタイムで自分
の上達を見れば、動機付けに繋がるのではな
いかという質問が浮かび上がった。それだけ
でなく、外国語を勉強する学習者の多くが、
共通問題点をもっているので、このプロフィ
ールを利用すれば、教員のいないところで、
コンピュータによってセルフ・スタディのア
ドバイスを与えることができる。このような
方法によって、教員がいなくても自律的に勉
強することができ、長期的な動機付けに繋が
る可能性が生まれ、英語の話者としての肯定
的なイメージを作ることができると思われ、
当研究に挑んだ。 
 
２．研究の目的 
 
(1)日本の大学生は英語を必要と感じるが、勉
強に対する熱意を保つのは困難だと思われ
る。コンピュータを利用すると一時的な動機
付けに繋がっている研究は頻繁にされてい

るが、長期的になると、その熱意は衰えてし
まう。学習者が各自で見られる学習者プロフ
ィールを作成すると、より具体的な学習目標
を作ることができる。この研究では、学習者
プロフィールが長期的な自律的動機付けと
英語に関する将来の目標に影響を与えるか
を調査する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 本研究は３つのステージに分かれてい
た。１つ目のステージでは、プロフィール作
成に必要としている語彙・文法のデータベー
ス設計し、小規模でデータベースを実験的に
使用した。２つ目のステージでは、プロフィ
ールそのものは自律的動機付け及び言語習
得に繋がっているかを調査した。３つ目のス
テージでは、プロフィールだけでなく、学習
者にあったセルフ・スタディの方法の提供が、
さらに自律的動機付け及び言語習得に繋が
るかを調査した。 
 
(2)研究代表者が担当する早稲田大学の Gate
という一年生向けの英語の２クラス（45人前
後）の学習者で実験的に３ヶ月の期間で調査
を行った。リーディング教材は選択した 500
語彙の入った自作のものを使った。語彙の上
達はこの 500 語彙を中心とした事前・事後調
査によって調べた。語彙の数が少ないため、
独自のテストを使用した。事前調査と事後調
査の間の期間の学習者のタスク中のログ記
録によって、学生の行動が明らかとなった。
事後調査終了後、学習者の感想をアンケート
で聴取する。事前調査と事後調査の結果と共
に、ログ記録とアンケートの分析を行った。
分析の結果から「語彙力・文法力の上達」と
「学習者のシステムの使用行動」と「ソフト
の適正の調査」の３つのテーマが課題となっ
た。「語彙力・文法力の上達」は、事前と事
後の調査を元にして、学習者プロフィールの
ソフトの効果を分析した。「学習者の使用行
動」は、記録ログの分析のよって、学習者は
どのようなタスクを使用し、学習者の好みを
調査した。「ソフトの適正」は、具体的にソ
フトの長所・短所を調べる。学生のアンケー
トと、研究者の観察に基づいて、ソフトその
ものを調査した。 
 
(3) 翌年には、研究代表者が担当する早稲田
大学の一年生向けの合計2クラス（45人前後）
の学習者で１年間の期間で調査を行った。語
彙・文法の上達は自作のテストを使用して事
前・事後調査によって調べた。リーディング
は研究者によって作成したものと、学生が自
由にインターネットから取り出したものの
組み合わせとなった。事後調査終了後、学習
者の感想と、自律的動機付けについてアンケ
ートで聴取した。事前・事後調査の結果、ア
ンケート、ログ記録の分析を行った。 
 



４．研究成果 
 
(1) このプロジェクトの目的は、学習者各自
で確認できるプロフィールの作成によって、
の英語に関する自律的動機付けを保てるか
どうかを調査することである。1 つ目のステ
ー ジ であり、語彙・文法のテータベースを
設計した上、小規模 でデータベースを実験
的に使用することであった。この計画に従
い、まずはデータベースの構造に挑んだ。デ
ータベースに入れる語彙と文法と、英語の意
味、和訳、音声など、それから学習者用のイ
ンターフェースのデザインを完成した。9 月
の秋学期から 1 年生の 45 人の学習者との実
際の使用を始めた。システム自体が安定して
いて、問題はなかったが、アクセス記録を確
認したところ、学習者は当初思ったほど使用
しなかったため、アンケートなどで、その理
由を探った。システムに関しては不満や指摘
するところはほとんどなかったが、自宅にパ
ソコンを持っていない学習者が少なくなく、
スマートフォンで教材を使用する学習者が
多かったことが判明した。そこで、システム
をスマートフォンで利用しても問題なく作
動する必要があると判断し、システムを少し
改善した。その結果を踏まえて２つ目のステ
ージで実際の使用を始めた。システム自体が
安定していて、スマートフォンを利用しても
システムが問題なく作動することができる
ようになった。 
 
(2)前の２年間のシステム仕様を分析したら、
規則的にパソコンだけでなく、スマートフォ
ンでもタスクに取り組む学習者の方が、授業
中のクイズなどで高得点を取っていること
がわかった。モーバイル・ラーニングは何ら
かの影響があると予想していたが、実際に研
究を行ってみると、その影響は思った以上で
あった。特に気になったのは、学習者は授業
外にもタスクに取り組みたいという意思を
示したが、それをどのように効果的にできる
かが困難であった。そのため、スマートフォ
ンを通しての取り組みについてのトレーニ
ングを具体的に調査することにした。そのト
レーニングの内容としては、システムに含ま
れているストラテジーについて教員と他の
学習が話し合う機会を作ることであった。 
 
(3) ３つ目のステージでそのトレーニング
の影響が明らかとなった。トレーニングを行
う前の２０１３年度の結果とトレーニング
を行った時の２０１４年の取り組み方とク
イズの結果を調査した。図１で記載されてい
るように、２０１４年のタスクの総合数が２
０１３年のほぼ倍になったことである。それ
から、２０１３年に比べると、スマートフォ
ンの利用が全体の6.2%から 38.9%に上昇して
いる。２０１３年度は、パソコンがなくても、
スマートフォンを使うより、大学のパソコン
を使う学生が多かったが、２０１４年になっ

たら、積極的にスマートフォンを利用する学
生が増えたことがわかる。 
 
 2013 年 2014 年 

タスク総合数 2784 回 5292 回 

スマートフォンで
のタスク 

136 回 
(6.2%) 

2057 回 
(38.9%) 

パソコンでの 
タスク 

2084 回 
(93.8%) 

3235 回 
(61.1%) 

タスクへの平均取
り組み時間 

106.3 分 180.9 分 

平均のタスク数 53.3 129.1 

図１ 
 
(4) 上記の結果に加われ、トレーニングによ
って成績評価にも大きな影響が見えた。図２
でその結果が記載されている。トレーニング
が始めたばかりの段階で２０１４年の学生
のクイズの点数が２０１３年より８点も低
かったのに、トレーニングを重ねることによ
って、学習者がより活発的に取り組み、かな
り大きな差をつけることができた。 
 
 2013 年 2014 年 差値 

クイズ１ 83% 75% -8% 

クイズ２ 65% 66% +1% 

クイズ３ 78% 80% +2% 

クイズ４ 76% 79% +3% 

クイズ５ 74% 86% +12% 

クイズ６ 69% 82% +13% 

クイズ７ 74% 86% +12% 

クイズ８ 71% 79% +8% 

クイズ９ 67% 77% +10% 

クイズ１０ 60% 67% +7% 

図２ 
 
(5) 当研究を踏まえて明らかになったのは、
システム上では、ストラテジーを与えること
によって学習者にある程度の動機付けに繋
がるが、与えられているストラテジーを十分
に利用することができない。自分のプロフィ
ールを見ても、改善方法がわからない限りは、
自律性が生まれない。そこで、そのストラテ
ジーについて話し合う場を与えることで、タ
スクにより積極的に取り組めるようにもな
り、自分の学習プロセスについて考えられる
ようになる。そういうことによって、実際に
使っているストラテジーを振り替え、自律性
の発達に繋がると思われる。 
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